
大
震
災
と
原
発
事
故
の
大
惨
事
か
ら
４
ヵ
月
近
く
経
っ
て
、
な
お
遅
々
と
し
て
す
す
ま
な
い
被

災
地
の
復
興
。
さ
ら
に
原
発
事
故
は
収
束
の
見
通
し
が
た
た
ず
、
被
害
が
拡
大
す
る
深
刻
な
事
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

被
災
者
そ
っ
ち
の
け
の
党
利
党
略
政
争

と
こ
ろ
が
、
民
主
党
政
権
も
自
民
・
公
明
両
党
も
震
災
復
興
を
言
う
も
の
の
本
気
に
な
っ
て
取

り
組
ま
ず
、
総
理
退
陣
を
め
ぐ
っ
て
党
利
党
略
の
政
争
に
あ
け
く
れ
て
い
ま
す
。
「
内
閣
不
信
任
」

を
突
き
つ
け
、
突
き
つ
け
ら
れ
た
政
党
同
士
が
「
大
連
立
」
の
話
ま
で
す
す
め
て
お
り
、
被
災
者
、

国
民
か
ら
怒
り
と
批
判
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

復
興
口
実
に
悪
政
を
共
同
で
推
進

復
興
を
言
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
漁
協
・
漁
業
者
が
こ
ぞ
っ
て
反
対
し
て
い
る

「
水
産
特
区
」
構
想
で
あ
り
、
「
復
興
税
」
の
名
目
に
よ
る
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
の
改
悪
で

す
。
さ
ら
に
、
沖
縄
・
普
天
間
基
地
の
名
護
移
設
を
す
す
め
、
そ
の
勢
い
で
衆
議
院
の
定
数
削
減

や
憲
法
改
悪
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
震
災
に
乗
じ
て
「
構
造
改
革
」
や
「
日
米
軍
事
同
盟

強
化
」
を
上
か
ら
押
し
付
け
る
や
り
方
に
、
被
災
地
を
は
じ
め
国
民
か
ら
失
望
と
怒
り
の
声
が
沸

き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
苦
し
み
に
心
よ
せ

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
上
か
ら
押
し
付
け
の
復
興
政
策
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
被
災

者
の
苦
し
み
に
心
を
寄
せ
、
生
活
基
盤
の
早
急
な
復
旧
を
基
本
と
し
た
復
興
政
策
で
な
け
れ
ば
、

被
災
者
も
被
災
地
も
立
ち
直
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

原
子
力
災
害
か
ら
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
課
題
に
取
り
組
む
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
原
発
に
つ
い
て
は
す
で
に
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
が
「
原
発
廃
止
」
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
決
め
て
い
ま
す
。
地
震
多
発
の
国
で
あ
り
、
か
つ
重
大
な
原
発
事
故
を
起
こ

し
た
日
本
が
、
い
ま
な
お
原
発
依
存
政
策
を
捨
て
き
れ
ず
に
い
る
と
い
う
の
は
、

今
回
の
原
発
事
故
が
、
い
か
に
深
刻
な
事
故
で
あ
る
か
自
覚
も
し
て
い
な
い
と

厳
し
く
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「知恵を出さないやつは助けない 」の松本復興相に留任求めた菅首相

暴言を繰り返し閣僚を辞任した松本龍復興担当相。被災者をないがしろにする上からの復興の押し付けこそ菅内閣が被災者にとっている態度にほかなりません。 菅政権には、被災者の思いを踏みにじった反省がありません。

“やらせ
メール”
発覚！

国民の
安全よ
り原発
再稼動
優

先、手段
を選ばぬ
電力会社

九電玄
海原発
の運転
再開に
向けて
、

経済産
業省が
6月に開
いた佐
賀県民

への「
説明番
組」に
関係会
社の社
員

らに運転
再開支持
の“やら
せメール
”

を投稿
するよ
う依頼
してい
た事が

発覚。九
電社長も
認め謝
罪。
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福
島
の
警
告
―
人
類
と
核
兵
器
は
共
存
で
き
な
い

東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
は
、
今
も
広
い
地
域
を
強
い
放

射
能
で
汚
染
し
、
福
島
県
民
は
じ
め
多
く
の
住
民
の
健
康
を
危
険
に

さ
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
原
子
力
依
存
の
危
険
性
を
示
す

と
と
も
に
、
そ
れ
を
兵
器
に
使
う
危
険
に
つ
い
て
も
改
め
て
強
く
警

告
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
の
ひ
と
つ
の
炉
で
１
年
に
燃
や
さ
れ
る
ウ
ラ
ン
の

量
は
ほ
ぼ
１
ト
ン
。
他
方
、
広
島
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
は
、
わ
ず
か
８
０

０
グ
ラ
ム
で
約
14
万
人
の
人
々
の
命
を
奪
い
、
被
爆
か
ら
66
年
に
な
ろ
う

と
す
る
い
ま
も
20
万
人
の
被
爆
者
を
苦
し
め
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
地
上
に
は
い
ま
も
２
万
発
を
超
え
る
核
兵
器
が
貯
蔵
さ
れ
、
多
く

が
実
際
に
配
備
さ
れ
、
発
射
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
の
脅
威
を

な
く
す
た
め
に
核
兵
器
全
面
禁
止
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
ま
る
核
兵
器
全
面
禁
止
の
声
と
行
動

昨
年
５
月
の
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
は
、
１
８
９
カ

国
が
一
致
し
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全
を
達
成
す
る
」
こ

と
を
目
標
と
す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。
第
65
回
国
連
総
会
で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｔ
会
議
の
合
意
の
上
に
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る
マ

レ
ー
シ
ア
提
案
の
決
議
が
１
３
３
カ
国
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
核

兵
器
廃
絶
の
流
れ
が
さ
ら
に
強
ま
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
の
合
意
の
実
現
を
求
め
て
、
２
月
15
日
に
は
「
核
兵
器
全

面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」
国
際
署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長
も
支
持
す
る
こ
の
署
名
は
大
き
く
広
が
り
、

こ
れ
ま
で
に
７
０
０
人
を
超
え
る
自
治
体
の
首
長
・
議
長
が
賛
同
し
て
い

ま
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
代
表
を
送
ろ
う

８
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
、
原
水
爆
禁
止
２
０
１
１
年
世
界
大
会
が
被

爆
地
広
島
・
長
崎
で
開
か
れ
ま
す
。
世
界
大
会
に
は
、
東
日
本
大
震
災
や

福
島
原
発
事
故
の
被
災
地
の
代
表
や
国
連
代
表
を
は
じ
め
、
核
兵
器
廃
絶

の
先
頭
に
立
つ
エ
ジ
プ
ト
、
メ
キ
シ
コ
、
キ
ュ
ー
バ
な
ど
非
核
国

の
政
府
代
表
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
核
平
和
団
体
、
中

国
、
韓
国
、
な
ど
65
ア
ジ
ア
の
平
和
団
体
の
代
表
が
一
堂
に
つ
ど

い
ま
す
。

大
会
は
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
道
筋
や
活
動
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。
主
人
公
は
、
全
国
の
草
の
根
の
代
表
で
す
。
あ

な
た
の
職
場
、
地
域
、
学
園
か
ら
世
界
大
会
へ
代
表
を
送
り
ま
し
ょ

う
。
「
核
兵
器
全
面
禁
止
ア
ピ
ー
ル
」
署
名
を
集
め
、
世
界
大
会

に
持
ち
寄
り
ま
し
ょ
う
。
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